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理事長 井上 龍夫

ら注射療法への切 り替えの実態が明

らかになりました。

クロージングセッションでは、地

元大阪を代表する元気印の患者 ご

本人である安岡久美子 さん と 1-
GATAボーカ リス トの中新井美波さ

ん、そして地元の信頼を集める医師
として池田雅彦先生に当法人の大村

詠一専務理事が加わ り、熱 く絶妙な

トークで会場が大 きく盛 り上が りま

した。

振 り返 りますと、 このイベントは

2001年 から「全国シンポジウム」 と

してスター トしました。第 1回 目は

広島市で開催 し、その後、東京、大阪、

愛知、佐賀、熊本など全国各地で実

施 してきました。2015年には研究助

成活動が飛躍的に拡大 したこともあ

り、名称を「サイエンスフォーラムJ

と改め、研究成果の紹介並びに研究

者 と患者。家族 との交流の場 としま

した。

今回でこのイベントを終了する理

由は、研究助成が拡大 し、年に一度
の大規模なイベントだけでは十分そ

の成果を伝えきれなくなったことで

す。今後は研究を実施 している現場、
つまり研究室。実験室を訪ね、直接

先生方から説明を受け、患者。家族、

寄付者 とが交流する「訪間型イベン

ト」にすることを検討 しています。

ご期待 ください。

「サイエンスフォーラム in大阪」報告

「サイエンスフォーラム」 を去 る

4月 22日 (土 )、 大阪の大阪市立浪

速区民センターで開催 しました。今

回でこの形式のイベントを最後 とい

たしますのでこれまでのこのイベン

トを少 し振 り返 り、今後の方向性に

ついてもお示 しします。

当日の参加者数はスタッフ含めて

約 200名 、製品展示などご協力・協

賛いただいた企業は 12社 に上 りま

す。 また運営スタッフとして「大阪

杉の子会」をはじめとした約 20名

のボランティアの方々のご協力で進

められました。ボランティアの皆さ

ん、企業の方々にお礼を申し上げま

す。

今年のサイエンスフォーラムの特

徴のひとつは私たちが 1億円以上の

研究費を支援 している「バイオ人工

膵島移植」プロジェク トについて、

先生方に説明いただいたことです。

参加 された患者 。家族 は期待感 を

もって熱心に耳を傾けていました。

もうひとつの研究報告の目玉は、

これも私たちが助成 した、 1型糖尿

病患者の医療費の負担感 と生活実態

についての調査結果です。成人患者

の経済的負担の大 きさ、そして治療

の質の低下につなが りかねないイン

ス リンポンプなど高コス トの治療か



わたしたち日本IDDMネ ットワークの

2028『治らない』から

東京大学医科学研究所 山口 智之 特任准教授

生の研究室ではブタなどの体内で

ヒトの PS細胞 由来の膵臓 をつ く

ることを目指 しています。

Nttre電子版 に掲載 された論文

では、膵臓 をつ くることのできな

いラット (実 験用に改良された ド

ブネズミなど)の体内にマウス (実

験用に改良されたハ ツカネズ ミな

ど)の IPS細胞由来の膵臓をつ くり、

その膵臓をバラバラにして糖尿病

のマウスに移植 しています。

その結果、異種動物の体内でつ

くられた膵島を移植 して 1年以上

治療効果が得 ら

り暉.           オ■、 さらに

`亀

冴奎

い !の で す が、

現在 日本ではヒ トの IPS細胞 を用

いて同様の実験 を行 うことは禁止

されています。みなさんはこの規

制をどう思われますか。

先生の人柄 を知って、 ますます

応援 したいと思いました。

【研究室訪間の詳細はこちらから】
鑢 PRESS IDDM
http://press― iddm.net/drn― ex―

press/2115/

饉鬱日本 IDDMネ ッ トワーク WEB
h岬://iapan iddm.net/md/vぉ ■1め3-2/

T¬ F,,  . 1野 ,「

ガラスの向こうでも実験をされていました

2月 初旬、Name電子版に研究論

文が掲載されて間もない東京大学

の山口智之特任准教授を訪ねまし

た。Natlre電子版に論文が載るなん

ていったいどんな人なのだろう ?

と緊張 しなが らの訪間で したが、

山口先生をはじめみなさん とても

優 しく朗 らかで、研究の説明のあ

とは実験で作製 した膵島細胞を顕

微鏡で見せていただきました。

膵 島移植 にお ける慢性 的 な ド

ナー不足を解決するため、山口先

一　
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2月 中旬、東京医科歯科大学生体

材料工学研究所の三林浩二研究室

を訪問しました。

三林研究室で開発が進められて

いる下記の主な 3つ の研究につい

て説明 していただき、実験室だけ

でな くこの紙面ではご紹介できな

い最新の薬物放出システムも見せ

ていただきました。

1.マ ウスガー ド型バイオセンサ

唾液中に含 まれる糖分を連続的

に沢l定 できる「透明マウスピース

型センサJを利用することで血糖

状態を調べることができます。

右から読者の松山さん、東京医科歯科大学

三林浩二教授、大村詠一専務理事

東京医科歯科大学 生体材料工学研究所 三林 浩=教授

2.呼気アセ トンガス用バイオセンサ

糖尿病患者の呼気に含まれる「ア

セ トン」は、その患者の糖尿病の

状態により変化 していきます。 こ

のアセ トンを高感度で測定するこ

とができれば、血糖状態を調べる

ことができます。

3.人工膵臓を目指 した自立式薬物

放出システム

血糖状態の変化そのものの化学
エネルギーを活用 して血糖状態の

測定からインス リン投与 まで、す
べて自動かつ電源 を用いずに行 う

ことができるようになります。

とても気さくな三林先生のおか

げで楽 しく希望に溢れた研究室訪

間となりました。

【研究室訪間の詳細はこちらから】

餞3 PRESS Ⅱ)DM
http://press― iddm.net/dm― ex―

press/2194/

竃3日 本 IDDMネ ッ トワーク ヽヽ電B
llottapan_iddm.ne/md/visi lab4-1/

小型化とより快適な装着感を目指している人工膵臓

なお、 これ らの研究 を支援する

た め に現在、 佐賀 県 庁 へ の 日本

IDDMネ ットワーク指定ふ るさ と

納税 で寄付 を募 ってい ます。 ご寄

付 は じめ情報拡散 などの ご協力 を

よろしくお願いします。

【詳細はこちらから】
https,||…_動皿lsato‐taxjさ1蓼f/134

今回初 めて当法人のオウン ドメ

ディア「PRESS IDDM」 上で研究室

訪間者 を募 った ところ、 はるばる

関西地方か らご参加いただきまし

た。今後の研究室訪問もホームペー

ジ上 などで訪間希望者 を募 ってい

きますので、情報 をお見逃 しな く !
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国内の「ボディスキャナー」導入状

国上交通省航空局は昨年 3月 に、

空港の保安検査における接触検査

に代わる「ボディスキャナー」を、

2016年度以降全国の主要空港へ導

入することを発表しました。そして、

2017年 5月 15日 現在では、下記の

7つの空港の国際線で導入されてい

ます。

新千歳空港、成田空港、羽田空港、

中部国際空港、関西国際空港、広島

空港、福岡空港

嶋新プロジェクト
この度、「ピースヮンコ・ジャノベン」

さん (広島県神石高原町)と の協働で、

低血糖を教えて くれる「低血糖アラー

ト犬」を国内で育成する新プロジェ

ク トを始動しました !

ピース ワンコ 。ジャパ ンさんは、

動物愛護センターなどから犬たちを

保護 し、新 しい飼い主に譲渡する活

インス リンポンプ利用者は、金属

探知機による接触検査は装着したま

まで問題ありませんが、「X線」や 「ボ

ディスキャナー」による検査はイン

ス リンポンプの作動に影響する可能

性を否定できないので、事前に係員

へ申し出る必要があります。

その方法は簡単で、日本メ ドトロ

ニック株式会社が発行している「エア

ポート医療機器情報カード」を持参し、

検査場係員に提示するだけです。

況と注意点   鰊
下記 リンク先に 「エアポー ト医療

機器情報カー ド」や 「ボディスキャ

ナー」検査通過の際の手順などが掲

載されていますので、ぜひご一読 く

ださい。

■空港セキュリティ「ボ

ディスキャナー」検査通

過の際のご注意点につい

て 1日 本メドトロニック株式会社

http://mw medtronic dm.jp/620y

pdf/inf0111lation201604 pdf

「低血糖アラート大」の国内初導入を目指して
動を続けられています。先日、大村

専務理事も患児とともに現地を訪ね

ました。

患者は低血糖への不安が軽減され、

保護された犬たちはアラー ト犬とし

て新 しい道を歩み、殺処分を減らす

ことができます。

今後の情報をお楽しみに |

摯_■ l=

より良い治療法を求めて
ノボ ノルディスクは1923年の創業以来、患者さんの治療成績を向上させ

るため、糖尿病治療の研究開発に取り組んできました。長い歳月を推Hナて蓄

積されたタンパク質工学に関する専門知識と技術を応用して適応拡大や次

世代の新製品の開発に努めています。

私たちは、高品質の製品とサービスを提供することで、糖尿病治療に貢献

し、また、患者さんにとつて最大の願いである糖尿病治療の治癒に向けても

最善を尽くしています。

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社は、デンマークのノボ ノルディスク社の日本法人です。

ノボ /1レデイスクフアーマ株式会社
〒100-0005東京都千代田区丸の内2‐ 1-1明治安田生命ビル

電話 (03)6266-1000(代表) FAX(03)6266-1800

-nOVOnordisk co lp亀

掏帥(加チ

`16共

「雷ξ淵 蝙i鞣『寓蹴濁;'こ

とがある調よ下翻ここ連絡くださ帆
受付:月 曜日から金曜日まで(祝祭日、会社休日を除く)9時～17時

上記以外の時FB5は右層己の電話で受付けます。 夜間休日受付センター 0120‐ 359516(但 し、原則として回答は翌営業日となります)



嶋佐賀県庁への日本IDDMネ ットワーク指定ふるさと納税 鰊

全国 47都道府県の中で佐賀県庁

だけが日本 IDDMネ ットワークを指

定 してふるさと納税ができます。

ふるさと雛 を霧用した 1理鞘鰊病

根治のための耕究機戒報告会を開催

しました !

当法人では 3年前から、ふるさと

納税で 「1型糖尿病根治」研究助成

に取 り組んでまいりました。

この 2年間は、バイオ人工膵島移

植プロジェク トに取 り組んでお り、

その中間報告会と研究助成金贈呈式

を 3月 13日 (月 )、
「ふるさとチ ョ

イス Cafё」 (東京・有楽町)で開催

いたしました。

国立国際医療研究センター研究

所の霜田先生からは 「1型糖尿病を

“治せる"病気にしたい」 と、日本

IDDMネ ットワークの岩永副理事長

兼事務局長からは 「2025年 の 1型

糖尿病根治を日標に患者・家族、研

究者など関係者が一緒になって頑張

ります」という決意表明がありまし

た。

バイオ人工膵島移植プロジェク ト

の全容は、WEBを ご覧 ください。

http:荊 apanttddm.net/bio_iol_pjt/

助成 バイオ人工膵島移植プロジェクト匝藍団

日 本 IDDMネ ッ トワ ー ク は、

2017年 3月 24日 ホ テ ル ニ ュー

オータニ佐賀で山口祥義佐賀県知事

から「第 1回 佐賀さいこう表彰 (協

働部門 )」 を受けました。

2000年 8月 に本部を佐賀県へ移

転 し、全国の 1型糖尿病患者や家族

のために様々な活動を続けて参 りま

したが、こうした取 り組みを佐賀県

から評価いただいたことはとて も嬉

しいです。

山口祥義知事は表彰式で 「課題や

困難を抱える人たちに向けた皆さん

「第1回 佐賀さいこう表彰(協働部門)」 を受賞いたしました !

鑢 「体を傷つけない血糖値評価」を

目指 した、唾液糖の計測装置 (マ ウ

スガー ド型バイオセンサ)の開発

磯 「小児発症での早期発見」お

よび 「1型糖尿病患者の QOL
向上」を目指 した呼気アセ トン

ガス用バイオセンサの開発

糖尿病治療のための人工膵臓

を目指した自立式薬物放出シス

テムの開発

詳細は以下のWEBを ご覧 く

ださい。

http:〃 furusatO_tax.ip/gcf/134

のきめ細かい活動は尊いもので県の  にも応えるべ く、 1型糖尿病撲滅の

誇 り」 と話されていました。     歴史が佐賀から始 まったと評価 され

佐賀県庁のご理解への感謝と期待  るよう役職員一同頑張ります !

バイオ人工膵島移植プロジェク ト

に欠かせない細胞加工施設建設のプ

ロジェクトはおかげさまで目標金額

を達成することができました。ご協

力いただいた皆様に心より感謝申し

上げます。

5月 から始まる新しいプロジェク

トは、研究室訪間もさせていただい

た三林先生の 3つの研究です。「治

療」にスポットを当てたプロジェク

トは今回が初めてですが、日標金額

達成を目指して頑張 ります !

お礼の品の業者さんも新しいプロ

ジェク トを応援して くださり、一部

新しいものに入れ替えました。そち

らもぜひご覧 ください。

引き続き、応援をよろしくお願い

申し上げます。

わ 国立国際医療研究センター研究所 霜田氏

右)佐賀県首都圏事務所 副所長 熊本氏

5月 から,は111治療J‐ 1尋 |ス ポ・/卜 を
あてた新しい ロジ:=″・卜を開始 !

東京医科歯科大学生体材料工学研

究所の三林浩二教授が リーダー と

なって進める以下の 3つ の研究で

す。

山
口
佐
賀
県
知
事
（右
）
と

井
上
理
事
長
、事
務
局
職
員

佐賀さし`こう 彰式(協働部|



わたしたち日本IDDMネ ットワークの

202‐『治らない』から

日まな環7早
囲への巻 き込み広報ができて

子―ム笹原入学体験記
日本IDDMネ ットワークの笹原加奈子と申します。
「患者本人と患者家族」同じ様で両極端でもある立場の葛

藤の中で、1型糖尿病1歳発症の母と4歳発症の息子の入学
体験記です。

子供たちにとって学校は社会です。本人が低血糖を伝え
られる、また伝えられる環境をつくることが一番大切な事。
私は、息子の小学校へ初めて1型糖尿病の説明へ行った

時、校長先生と生活支援の先生に「1型糖尿病だからと言っ
て特別扱いも不要ですし出来ない事はないので、守りの態
勢ではなく、息子のやりたい気持ちを見守って頂けたらあ
りがたいです。何か有れば、私が全て責任を持ちます」と伝
えました。

口黎塁柔ギよ荒優粟先夏7え
る事と対応策」

学校生活も2週間を過ぎた頃、それは突然やってきまし
た。「力がない。低い。と言うので測定させたら血糖値が49
です。対応表通リヤクルトとクッキーで良いですか」という
先生からの電話。そう、「低血糖」です。
学校で初めての低血糖対応。少し我慢したのか数値が低

めですがきちんと乗り越えました !お友達も「大丈夫 ?」

「くるしい ?」 と、心配して聞いてくれていたそうです。1度
伝えられたらもう大丈夫 |つ い先日も血糖値が65で した
が、何事も無くクリアできました。

その子に合った伝え方と対応策がきちんと出来ていた
ら、細かいことはいろいろありますが、学校生活は問題ない
はずです。この積み重ねた経験が、親子共々そして担任の先
生も自信に繋がります !!

“t百 al and error"の 精神 1次 の問題が起きた時に、必ず間
題解決の支えになります !

新たな出会いを迎えた1型 ママ達、―緒に進んで行きま
しょう !

また困った時には、☆lDDMOsmile☆ (代表

稲葉ゆりさん)と いう1型 のママ達のライング
ループありますので、気になる方はQRを読み
込みご覧ください。

l的製品に

日本イーライリリー株式会社は、イーライリリー・アンド・

カンパニーの子会社で、人々がより長く、より健康で、

充実 した生活を実現できるよう革新 的な医薬品の

開発・製造・輸入・販売を通して日本の医療に貢献

しています。

提供中の治療薬

=統合失口症 `う
つ・双極性障害・注意欠如・多動症(AD/HD)

)がん(非 小細胞肺がん、膵がん、胆道がん、悪性胸膜中皮腫、
尿路上皮がん、乳がん、卵巣がん、悪性リンバ腫):糖尿病
:成長障害・ 骨粗豚症 など

開発中の治療薬・診断薬

:アルツハイマー型認知症
“関節リウマチ :乾癬 '高コレス

テローフレ血症 など

革新的製品 に思 いや りを込 めて。

日 本 イ ー ラ イ リ リ ー 株 式 会 社

〒6510086神 戸市中央区磯上通 7-]5
-w‖‖y cojp



わたしたち日本IDDMネ ットワークの

2027『治らない』から

患者・家族会の取 り組み
l型糖尿病と移植医療について 信州ぶらんこの会 会長 白石直人

信州ぶ らんこの会では、昨年11月 に会員対象の

講演会を行いました。

会が発足 してから35年 目ということもあ り、ベ

テ ラ ン会 員 の方 とつ い最 近 発 症 した方 との

ギャップが見 られるようにな り、夏のサマーキャ

ンプだけでは会員の方々の二一ズに応 えきれて

いないのが現状です。

そのような現状 の中、最近多 く聞かれ るのが

「医療の進歩に伴 い、インシ ュリン注射 を打 たな

くてすむ方法はないのか」と言 う永遠のテーマに

関 してです。

今回の講演会の目的 として、移植医療 の現状、

移植のメ リッ トとデメ リッ ト、手続等の問題点な

ど具体的なことを担当の医師よ り説明 していた

だ く機会 を設 けたいと考え実施 しました。

内容 としては思 つたよ り高度 なお話 とな り、
「難 しかった」との意見 もあ りましたが、概ね好評

であったと感 じました。

参加者 の関心 は、移植 する ことによってのメ

リッ トより移植 までの手続 き、また高額 な移植費

用、免疫抑制剤の投与を現状では一生続 けな くて

はならない事 など新たな問題 もあることがわか

また、移植に向け ドナーの意思確認、絶対的な

ドナー登録不足等現状では他の臓器移植医療 と

同様な諸問題が山積 していることがわか りまし

た。

今後は、膵島移植によリインス リン注射から解

放される子供が出てくることを希望 しています。

ただ、私 としては注射 という行為を避けるので

はなく、選択肢の一つ と考えられるような、前向

きな姿勢で生活を楽 しんでほしいと考えさせ ら

れた講演であつたと思います。
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サノフィは、グローバルに多角的事業を展開するヘルスケアリーダーとして

患者さんのニーズにフォーカスしています。

サノフィ株式会社                     SANOFI
〒163‐1488東京都新宿区西新宿三丁目20番 2号 東京オペラシティタワー WWW.San01.co.jp



ll:イ ンスリンポンプデコシーノン・デザインコンテスト入賞作品発表 !

インス リンポンプの安全講習会 は大好評 !

初開催となったインスリンポンプの

安全講習会では、参加者の 9割の方が

満足または大変満足とアンケートで回

答さオヽ 大変ご好評をいただきました。

講師からはテキス トを用いたレク

チャーと実技指導が行わオuグループ

ワークで疑問点を話したり医師からコ

メントをもらったり、交流も深まりま

した。

インス リンポンプと一緒の生活

を楽 しくするようなインス リンポ

ンプ用のデコシール・デザインコ

ンテス トを開催 しました。初めて

となる企画にご応募 くださいまし

た皆 さまには改めて感謝申 し Lげ

ます。

ご応募作品 22点から優秀作品2
点お よび 日本 IDDMネ ットワーク

特別賞 1点 を選出いたしました。

今後、作品を元 にデ コシールを

製作 し販売 してい くとい うステ ッ

プに進んで まい ります。少 しお時

間をいただいてしまいますが

うぞお楽しみに !
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わたしたち日本IDDMネットワークの

202H『治らない』から
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成人部門優秀作品

参加者からのコメン ト

・基本的なことのおさらいができた、

疑問点に丁寧に答えて頂いた。
・操作方法において自身ではわからな

日本lDDMネ ットワーク特別賞

いことを直接企業の方に聞 く

できた。
・同じ立場の 1型の方々と話すことが

でき、孤独感から少し解放された。
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を
用
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FUJ:FILM

その先の、
その先へ。
富士フイルム ファーマは

多様な医療のニーズに応える医薬品を提供するため、

常に新 しいステージに向かってiLんでいます。

総合ヘルスケアカンパニーに向けて新しいステージを進む、

これからの私たちにご期待ください。

富士フイルム フア…マ株式会社
〒1060001東京都港区西麻布二丁目26番 30号 httpノ /ffp fulrmm cO jp

お問い合わせ お客様相談室 面 0120‐ 121210
営業時間900～ 1730(土 日、祝日及び当社休日を除く)

2016年 10月 作 成



わたしたち日本 IDDMネ ットワークの

2節T『治らない』から

1型糖尿病患者の故山田和彦様のご遺族により託された遺産 をもとに「山田和彦賞」 を創設いたしま

した。
l型糖尿病の「根治」につながる研究実績 と今後も研究を推進 していただける方を顕彰 します。

募集期間 :2017年 6月 30日 (金)当 日消印有効

詳 しくはWEBを ご覧 ください。 hゃ ノ巧apan_iddm.net/yk― award/山田和彦賞 畷目k

1型糖尿病研究基金 「第 11回研究費助成課題募集」は 2025年 までの長期継続研究助成や移植

技術 (神 の手)を AI(人工知能)に伝授する等、下記 3テ ーマに決定いた しました。

テ ー マ

研究代表者

助 成 金 額

1型糖尿病 を発症 しない動物モデルの確立 と発症抑制機序の解明 [予防]

宮寺浩子筑波大学医学医療系助教

100万 円 (最長 9年間)※前回に引き続 きのため最長 10年 の継続助成

膵島分離技術の AIロ ボ ットによる標準化 [根治]

大田佳宏東京大学大学院数理科学研究科特任教授

100万 円 (最長 5年間)

糖尿病治療用遺伝子改変ブタの開発 [治療、根治]

宮川周士大阪大学医学系研究科准教授

100万 円 (1年間)

マ
者

額

　

マ
者

額

一特齢　一特雌

テ
研
助

　

テ
研
助

l型糖尿病研究基金では、治療、根治、予防 が切れ日なくつながって実現することが本当の「根治」

と考えています。

このたび、進めて欲 しい研究を選択 してご寄付ができるようにいた Lま した。

治療 現在の治療法の改善により、体への負担が軽 くなり、生活の質が向上す る。

根治 インス リン補充か ら解放 され、病気になる前のもとの体に戻 る。

予防 これか ら新 しく発症する患者 をなくして、 1型糖尿病 を完全に克服する。

詳 し くは WEBを ご覧 くだ さい  http:/巧 apan―iddm.net/s kifu/    1DDM 選択して寄付 国 目l、

日本 IDDMネ ットワークは認定 NPO法人です。寄付者の方々には税制優遇措置が有 ります。

事務局長の1ひとり雷

「岩永さん、あなたは普通じゃないことを自覚しなさい」「執念ですね」といつたお言葉を頂戴しています:こうしたメッ

セージはとても励みになりま魂

年間1700時間の日本 IDDMネットワーク活動は確かに普通ではないですね (笑)

「根治」という目標を掲げた<さんの方々のご支援をいただいていますので、その日まで「やめられないとまらない」。

幼少の頃によくCMで聞いたメッセージです。


